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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　

11
月
20
日
、
都
内
に
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
た
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
た
「
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
第
15
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　

榛
葉
賀
津
也
会
長
を
は
じ
め
衆
参
43
人
の
国
会
議
員
、
秘
書
、
地
方
議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行

部
、
単
組
役
員
ら
総
勢
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
の
総
意
で
、
「
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
の
立
ち
上
げ
が
承
認
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会
第
25
回
総
会

新
た
な
組
織
内
議
員
も
加
え

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
確
認

「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ］を強力に推し進める決意を述べる榛葉会長

国
土
交
通
副
大
臣
へ
要
請
行
動

 

２
０
２
０
年
度
税
制
改
正
、
自
然
災
害
へ
の
対
策
強
化
に

　

総
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動

方
針
や
８
人
の
新
規
加
入
議
員
、

新
役
員
体
制
な
ど
が
提
起
さ
れ
、

質
疑
応
答
の
後
に
全
体
で
確
認
、

衆
参
63
人
か
ら
な
る
新
体
制
が

発
足
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ

　ＪＲ発足32年が経過し、ＪＲ二島（北
海道・四国）・貨物の三社はさまざまな
経営努力を積み重ねてきたが、依然とし
て株式上場・完全民営化への道筋が立っ
ていない。ＪＲ二島・貨物が将来にわた
り社会的使命を果たし続けられる持続可
能な交通体系（人流・物流）を構築し、
経営自立を果たすべく、２０２１年度以
降の支援措置の実施をはじめとした経営
課題を解決していく必要がある。
　11月20日に開催した「21世紀の鉄道を
考える議員フォーラム」第15回総会にお
いて、泉健太衆議院議員、小川淳也衆議
院議員、広田一衆議院議員を中心として
「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ」を
発足し、当該課題を進めるための政策提
言をとりまとめていくことが決議された。
今後、同ＰＴの取り組みにおいて、ＪＲ
二島・貨物の経営自立実現にむけた骨太
の議論を展開していく。

い
て
、
２
０
２
０
年
度
で
終
了

す
る
現
行
の
支
援
策
の
あ
り
方

に
留
ま
ら
ず
、
将
来
に
亘
る
自

立
経
営
に
向
け
た
議
論
を
展
開

す
る
た
め
に
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
を
立

ち
上
げ
る
旨
の
意
向
が
提
起
さ

れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
の

総
意
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
榛
葉
賀
津
也
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
た

う
え
で
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
訴
え
る

に
重
層
化
し
、
働
く
仲
間
が
多

様
化
す
る
中
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
は
働
く
側

の
参
画
、
労
働
組
合
の
役
割
が

き
わ
め
て
重
要
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く

す
べ
て
の
仲
間
の
集
団
的
労
使

関
係
の
確
立
と
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

総
結
集
を
進
め
る
」
と
の
決
意

を
示
し
た
。
ま
た
、
政
策
課
題

に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る
自
然

災
害
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
「
Ｊ
Ｒ

北
海
道
、
四
国
、
貨
物
へ
の
経

営
支
援
に
つ
い
て
は
、
節
目
に

当
た
り
、
弥
縫
策
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
理
解
も
得
て
、
将
来
の

経
営
自
立
の
道
筋
を
立
て
る
べ

く
骨
太
の
議
論
を
提
起
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。

【
新
規
加
入
議
員
】

勝　

部　

賢　

志

参
・
北
海
道
【
立
憲
】

馬　

淵　

澄　

夫

衆
・
比
例
近
畿
【
無
所
属
】

山　

本　

和
嘉
子

衆
・
比
例
北
信
越
【
立
憲
】

永　

江　

孝　

子

参
・
愛
媛
県
【
無
所
属
】

安　

達　
　
　

澄

参
・
大
分
県
【
無
所
属
】

田　

村　

真　

美

参
・
比
例
区
【
国
民
】

森　

屋　
　
　

隆

参
・
比
例
区
【
立
憲
】

ＪＲ連合と一層の連携を訴える中田利幸代表幹事
（米子市議）

議員懇国会議員・各ＪＲ単組代表とともに御法川国交副大臣に要請書
を手交する

と
と
も
に
、
多

発
す
る
大
型
台

風
な
ど
の
大
規

模
自
然
災
害
に

よ
る
Ｊ
Ｒ
各
社

の
被
災
状
況
に

触
れ
、
Ｊ
Ｒ
関

係
労
働
者
の
復

旧
対
応
等
へ
の

尽
力
に
対
し
て

労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

　

続
い
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
荻
山
市
朗

会
長
が
挨
拶
し
、

組
織
課
題
に
つ

い
て
「
Ｊ
Ｒ
の

業
務
も
グ
ル
ー

プ
、
協
力
会
社

　

同
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
に

先
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員

団
連
絡
会
は
、
第
25
回
総
会
を

開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
地

方
議
員
団
で
構
成
す
る
同
連
絡

会
は
、
第
19
回
統
一
地
方
選
で

題
や
政
策
課
題
に
つ
い
て
共
有

す
る
と
と
も
に
、
地
方
に
お
け

る
公
共
交
通
の
実
態
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
よ
り
一
層

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

改
選
候
補
者
全

員
が
当
選
を
果

た
す
と
と
も
に
、

広
島
・
京
都
に

て
Ｊ
Ｒ
西
労
組

か
ら
新
た
に
２

人
の
組
織
内
議

員
が
誕
生
し
、

40
人
体
制
と
なっ

た
。

　

議
事
で
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
取

り
巻
く
組
織
課

　

11
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

２
０
２
０
年
度
税
制
改
正
要
望

に
加
え
て
、
自
然
災
害
に
よ
る

鉄
道
被
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

防
災
・
減
災
へ
の
支
援
等
に
む

け
て
、
御
法
川
信
英
国
土
交
通

副
大
臣
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
各

単
組
代
表
者
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
か
ら
、

榛
葉
賀
津
也
会
長
（
参
議
院
議

員
）
、
泉
健
太
副
会
長
（
衆
議

院
議
員
）
、
小
川
淳
也
事
務
局

長
（
衆
議
院
議
員
）
、
大
串
博

志
幹
事
（
衆
議
院
議
員
）
の
４

議
員
と
と
も
に
力
強
く
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
榛
葉
会
長
が
、
「
Ｊ

Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
つ
い
て
は
、
未
だ
経
営

自
立
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
。
税
制
支
援
が
引
き
続
き
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
相
次

ぐ
自
然
災
害
に
よ
る
鉄
道
被
災

の
多
く
は
鉄
道
用
地
外
か
ら
の

土
砂
や
河
川
氾
濫
に
よ
っ
て
拡

大
し
て
い
る
。
そ
の
復
旧
は
他

の
イ
ン
フ
ラ
と
違
い
、
鉄
道
事

業
者
自
ら
の
資
力
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
荻
山

市
朗
会
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

関
連
項
目
を
中
心
に
税
制
支
援

措
置
の
延
長
と
と
も
に
恒
久
化

を
求
め
つ
つ
、
「
税
制
に
加
え

て
、
多
く
の
支
援
措
置
を
講
じ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、

２
０
２
０
年
度
に
は
大
き
な
助

成
策
が
終
了
し
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
の
次
な
る
支
援
に
む
け

た
法
改
正
を
伴
う
議
論
が
俎
上

に
上
が
る
。
こ
の
段
に
お
い
て

単
に
弥
縫
策
で
は
な
い
、
将
来

の
経
営
自
立
へ
の
道
筋
を
描
く

議
論
を
求
め
た
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合

と
し
て
も
様
々
な
観
点
か
ら
政

策
提
言
を
発
す
る
の
で
、
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

加
え
て
、
国
土
交
通
省
が
鉄
道

用
地
外
か
ら
の
災
害
対
応
に
関

す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
に
触
れ
、
「
林
野
庁
と
も
連

携
し
た
事
前
防
災
等
の
取
り
組

み
は
、
現
場
か
ら
の
切
実
な
意

見
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
提
起

を
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た
」

と
感
謝
を
述
べ
、
今
後
の
議
論

展
開
に
期
待
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
単
組
代
表
者
か

ら
は
、
要
望
項
目
と
関
連
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て
発
言
し
た
あ

と
、
御
法
川
副
大
臣
か
ら
は
、

税
制
改
正
要
望
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
自
然

災
害
の
事
前
防
災
、
貨
物
鉄
道

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
必
要
性
、

将
来
の
自
立
経
営
を
前
提
と
し

た
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の
主
張
を
踏
ま

え
つ
つ
、
検
討
を
進
め
て
い
く

旨
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ」発足
将来にわたり社会的使命を果たすために

骨太議論展開へ

持
続
可
能
な
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
へ

２０１９年「年末手当」要求及び妥結状況表（11月26日現在）

単組名
２０１９年 ２０１８年

要求日 要求内容 妥結日 妥結内容 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10/31 2.5ヶ月
12/13支払 交渉中 10/31 2.5ヶ月

12/14支払 11/30 2.025ヶ月
12/14支払

ＪＲＥユニオン 10/29 3.15ヶ月
12/3支払 11/13 3.18ヶ月

12/4支払 10/22 3.29ヶ月
12/3支払 11/14 3.18ヶ月

12/4支払

ＪＲ東海ユニオン 10/24 3.1ヶ月
12/10支払 11/6 3.0ヶ月

12/10支払 10/10 3.1ヶ月
12/10支払 11/8 3.00ヶ月

12/10支払

ＪＲ西労組 2/8 年5.7ヶ月 3/13
（年5.48ヶ月）
2.74ヶ月
12/10支払

2/9 年5.7ヶ月 3/14
（年5.66ヶ月）
2.74ヶ月
12/8支払

ＪＲ四国労組 10/16
2.3ヶ月
12/6支払
55歳以上3万加算

11/22 1.89ヶ月
12/6支払 10/17 2.3ヶ月

12/7支払 11/21 1.83ヶ月
12/7支払

ＪＲ九州労組 10/1
3.0ヶ月
12/10支払
55歳以上の加算措置

11/22 2.51ヶ月
12/10支払 9/29

3.0ヶ月
12/10支払
55歳以上の加算措置

11/22 2.53ヶ月
12/10支払

貨物鉄産労 2/14
2.75ヶ月以上
（年4.5ヶ月で夏1.68ヶ
月支給との差分）

11/14 1.81ヶ月
12/6支払 2/14

2.82ヶ月
（年4.5ヶ月で夏1.68ヶ
月支給との差分）

11/16 1.70ヶ月
12/7支払

21世紀の鉄道を考える議員フォーラム第15回総会
衆参議員63人が結集してJR産業が抱える

様々な課題に対処していくことを確認

21世紀の鉄道を考える議員フォーラム第15回総会
衆参議員63人が結集してJR産業が抱える

様々な課題に対処していくことを確認
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家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
か
ら
12

月
の
３
か
月
を
か
け
て
、
加
盟

各
単
組
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ

連
合
を
支
え
る
組
織
と
の
間
で

「
総
対
話
行
動
」
を
開
始
し
た
。

10
月
26
日
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
、

11
月
２
日
に
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、
15

日
に
青
年
・
女
性
委
員
会
、
そ

し
て
25
日
に
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
に

Ｊ
Ｒ
連
合
が
赴
き
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
め
ざ
す
姿
は
、

Ｊ
Ｒ
産
業
及
び
関
係
各
社
の
持

続
的
成
長
と
組
合
員
・
家
族
の

幸
せ
実
現
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
る
中
、
め
ざ

す
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
、
改

め
て
私
た
ち
労
働
組
合
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加

盟
す
る
単
組
、
そ
し
て
８
万
人

を
越
え
る
全
て
の
組
合
員
が
と

も
に
考
え
、
共
有
し
、
明
確
化

し
、
そ
し
て
実
行
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

単
組
や
職
場
の
声
を
丁
寧
に
把

握
し
、
内
在
す
る
様
々
な
課
題

を
集
約
す
る
こ
と
が
肝
要
と
の

認
識
に
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成

以
来
は
じ
め
て
と
な
る
「
総
対

を
展
開
す
る
上
で
の
問
題
点
な

ど
、
職
場
実
態
に
基
づ
い
た
様
々

な
報
告
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し
既

に
30
年
以
上
が
経
過
し
、
今
や

国
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
輸

送
及
び
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
産
業
に
ま
で
成
長
し
た
。

一
方
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
、
私
た
ち
の
前
に
は
厳

し
い
現
実
が
立
ち
は
だ
か
る
。

を
掛
け
、
労
使
が
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
胸
襟
を
開
い
て
向
き

合
い
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発

展
を
実
現
し
、
そ
し
て
全
て
の

仲
間
と
家
族
の
幸
せ
を
実
現
す

る
。そ
の
決
意
を
胸
に
、
今
後

総
対
話
行
動
を
積
極
果
敢
に
展

開
し
、Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う
全
て

の
組
合
員
、
全
て
の
組
織
と
と

も
に
さ
ら
な
る
進
化
に
む
け
取

り
組
む
。
そ
し
て
、
い
ま
だ
Ｊ

Ｒ
連
合
に
結
集
し
て
い
な
い
Ｊ

Ｒ
産
業
で
働
く
多
く
の
仲
間
に
、

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
結
集
を
力
強
く

呼
び
か
け
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
後
Ｊ
Ｒ
４

単
組
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
労
組

に
も
「
総
対
話
行
動
」
を
展
開

し
、
課
題
と
問
題
意
識
の
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

台
風
19
号
災
害
「
連
合
救
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
め
ざ
し

連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
画

連
合
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

基
本
構
想
に
も
と
づ
き

活
発
な
討
議
を
展
開

Ｊ
Ｒ
連
合
「
総
対
話
行
動
」
ス
タ
ー
ト

直
接
対
話
を
通
じ
て
未
来
を
描
く

話
行
動
」

の
取
り
組

み
を
開
始

し
た
。

　

総
対
話

行
動
の
中

で
は
、
各

社
に
お
け

る
労
使
関

係
の
成
果

と
課
題
、

組
合
員
の

意
識
変
化
、

組
合
活
動

　

11
月
６
日
、
都
内
に
お
い
て
、

連
合
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争

中
央
討
論
集
会
が
開
催
さ
れ
、

構
成
組
織
、
地
方
連
合
会
、
関

係
団
体
な
ど
か
ら
４
８
０
人
が

参
加
の
下
、
２
０
２
０
春
季
生

活
闘
争
基
本
構
想
に
も
と
づ
き
、

闘
争
方
針
に
関
す
る
討
議
を
行
っ

た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
神
津
里
季
生
会

長
は
、
「
２
０
２
０
闘
争
に
お

い
て
は
、
従
来
か
ら
唱
え
て
き

た
『
底
上
げ
・
底
支
え
』
『
格

差
是
正
』
と
い
っ
た
概
念
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
明

確
な
形
で
定
義
づ
け
て
い
く
こ

と
と
し
、
そ
れ
ら
に
よ
り
め
ざ

す
の
は
、
『
分
配
構
造
の
転
換

に
つ
な
が
り
得
る
賃
上
げ
』
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、

①
格
差
是
正
・
底
支
え
を
実
現

す
る
こ
と
、
②
底
上
げ
の
流
れ

を
止
め
な
い
こ
と
、
③
労
使
関

係
を
拡
げ
て
い

く
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
触

れ
、
「
連
合
に

集
う
組
織
の
一

人
ひ
と
り
の
心

意
気
を
、
世
の

中
に
し
っ
か
り

見
せ
て
い
こ
う
」
と
参
加
者
に

対
し
て
強
く
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
で
は
、
藤
本
一
郎
連
合

総
合
生
活
開
発
研
究
所
長
か
ら

の
講
演
を
受
け
た
後
、
２
０
２

０
春
季
生
活
闘
争
基
本
構
想
に

む
け
た
各
委
員
会
の
討
議
報
告

と
基
本
構
想
の
提
起
が
行
わ
れ
、

全
体
会
議
に
お
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
尾
形

泰
二
郎
事
務
局
長
が
、
「
分
配

構
造
の
転
換
に
つ
な
が
り
得
る

賃
上
げ
」
に
対
し
て
、「
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、

構
成
組
織
、
組
合
、
地
方
連
合

会
の
み
な
ら
ず
、
経
営
側
や
組

合
未
加
入
者
な
ど
、
社
会
全
体

の
共
通
認
識
と
し
て
共
有
で
き

る
か
が
２
０
２
０
闘
争
の
『
カ

ギ
』
で
あ
り
、
連
合
と
し
て
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
発
言
、
連
合
か
ら
は

「
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
課
題
認
識
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
基
本
構

想
を
軸
に
、
関
係
単
組
と
議
論

を
重
ね
、
２
０
２
０
春
季
生
活

闘
争
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
）

は
、
11
月
16
日
、
福
岡
市
で
第

29
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

中
原
博
徳
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央

執
行
委
員
長
）
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、
昨
年
実
施
し
た
大
阪
北
部

地
震
・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
被
災
者
救
援
カ
ン
パ
へ
の
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
た
上
で
、
自

「
安
全
確
立
」
「
組
織
強
化
・

拡
大
」
「
労
働
条
件
改
善
」
の

３
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
対
す
る
所
信
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
出
席

し
た
荻
山
市
朗
会
長
は
、
産
別
・

労
働
組
合
の
役
割
や
Ｊ
Ｒ
産
業

で
働
く
仲
間
の
総
結
集
の
必
要

性
な
ど
を
語
っ
た
上
で
、
Ｊ
Ｒ

九
州
連
合
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九

州
グ
ル
ー
プ
で
働
く
仲
間
の
総

結
集
に
む
け
た
具
体
的
な
行
動

を
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、
幹
事
会
か
ら
２
０

１
９
年
度
活
動
方
針
の
提
案
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
大
会
前
段
で
は
、

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
９
〜
２
０
２
３
）
」

に
関
す
る
学
習
会
を
行
い
、
同

ビ
ジ
ョ
ン
で
設
定
し
た
「
あ
る

べ
き
姿
」
や
「
中
期
目
標
」
に

つ
い
て
、
出
席
者
全
員
で
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

確
認
し
た
。

然
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
交
運

共
済
へ
の
加
入

が
不
可
欠
と
の

認
識
を
改
め
て

示
し
、
各
単
組

に
お
け
る
加
入

促
進
の
取
り
組

み
強
化
を
要
請

し
た
。
そ
し
て
、

Ｊ
Ｒ
九
州
連
合

の
課
題
と
し
て
、

て
疑
問
や
不
平
・
不
満
を
持
つ
北
鉄
労
組

合
員
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
脱
退
は
本
人
の
意
志
で
決
断
出
来

る
こ
と
を
訴
え
、
他
労
組
の
組
合
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
運
動
を

推
し
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
私
事
で
す
が
30
代
か
ら
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
同
僚
と
の
ゴ

ル
フ
や
異
業
種
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
入
会

し
、
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
に
向
け
努
力
し
て
い

ま
す
。
ロ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
で
イ
ー

グ
ル
を
出
し
た
事
が
あ
る
も
の
の
、
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
常
に
イ
ー
グ
ル
を
め

ざ
し
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
苗
穂
工
場
支
部
で
書
記
長

を
し
て
い
ま
す
城
信
之
で
す
。

　

日
頃
よ
り
民
主
化
支
援
や
組
織
拡
大
の

際
に
は
多
く
の
激
励
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
勤
務
す
る
Ｊ
Ｒ
苗
穂
工
場
は
、

１
９
０
９
年
に
鉄
道
院
札
幌
管
理
局
の
札

幌
工
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
、
主
に
車
体
・
台
車
関
係
の
整
備
を
直

営
で
行
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
所
有

す
る
約
７
割
強
の
鉄
道
車
輌
を
検
修
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
「
安
全
の
確
立
に

全
力
を
あ
げ
、
ま
と
も
な
労
働
者
の
総
結

集
で
民
主
化
闘
争
の
完
遂
を
め
ざ
そ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日
々
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
災
事
故
防
止
の
た

め
「
危
な
い
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
」
を
育
て
増
や
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

組
立
・
部
品
・
内
燃
機
の
全
て
の
分
会

で
、
今
年
７
月
・
８
月
に
か
け
て
、
青

年
５
人
が
北
鉄
労
（
Ｊ
Ｒ
総
連
）
を
脱
退

し
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
へ
の
加
入
を
英
断
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
、
北
鉄
労
運
動
に
対
し

役員紹介

Ｊ
Ｒ
北
労
組
苗
穂
工
場
支
部

書
記
長

 

城  　
信  

之 

さ
ん

ＪＲ九州グループで働く仲間の総結集をめざし
中原会長の団結頑張ろう三唱

青年・女性委員会「それぞれの課題認識を共有し連携
の強化を図る」

2020春季生活闘争にむけて意
見を述べる尾形事務局長

ＪＲ北労組「世話役活動の質と量が"総結集"につなが
ることを確認」

　

連
合
は
、
９
月
の
台
風
15
号

に
続
き
、
10
月
12
日
に
首
都
圏

を
直
撃
し
、
関
東
・
東
北
エ
リ

ア
に
広
範
な
災
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
の
被
害
の
甚
大
さ

に
鑑
み
、｢

２
０
１
９
台
風
19

号
対
策
本
部｣

を
設
置
し
た
。

10
月
28
日
に
は
、
福
島
へ
の
連

合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に

あ
た
り
、
構
成
組
織
の
担
当
者

へ
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

今
次
救
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

行
き
先
を
福
島
県
伊
達
市
・
郡

山
市
と
し
、
各
20
人
ず
つ
５
陣
に

分
け
、
11
月
末
ま
で
展
開
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
第
２
陣

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
今
井

孝
治
企
画
部
長
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

よ
り
新
幹
線
協
議
会
の
高
橋
良

樹
事
務
局
長
が
11
月
４
日
に
連

合
本
部
で
の
出
発
式
終
了
後
、

伊
達
市
に
む
け
て
出
発
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
連

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
画

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

地
域
の
１
日
で
も
早
い
復
旧
・

復
興
の
た
め
に
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

翌
５
日
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
に
従
事

し
、
家
屋
の

泥
出
し
、
ゴ
ミ

出
し
、
家
屋
内

の
片
付
け
な
ど

に
連
合
の
仲
間

と
と
も
に
汗
を

流
し
、
積
極
的

に
連
合
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を

担
っ
た
。

ＪＲ九州連合第29回定期大会

すべてのグループ会社で
労働組合の結成を

し
か
し
、
将

来
は
決
し
て

所
与
で
は
な

く
、
私
た
ち

の
手
で
変
え

ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
全

て
の
仲
間
が

安
心
し
て
将

来
を
展
望
で

き
る
よ
う
、

私
た
ち
労
働

組
合
が
そ
の

役
割
に
磨
き


